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7. バタ フラ イ ・ ス ペー ス に 関す る 研究 一 室内 空間 に 蝶 を 飛ば す 松野 裕子 ・ 石 井 実 
モン シロ チョ ウッ が 室内 に 放さ れ た と き に , どの よう な 行動 を と る か 観察 を 行っ た . 実験 に 使っ た 部 屋 は , 
290X320X 高 さき 240 cg の 窓 の な い 地 下 室 で , 光源 と し て 白色 懲 光 灯 と 人 工 太 陽 照明 灯 を 用 い , 床 面 中 央 の 
照度 を 4000 ルク ス と し た ., 室温 は エア コン に より 28C に 設定 し た . まず , コンク リー ト の 床 の 上 に 鉢植 の 
植物 を 置か な い 場 合 と 置い た 場合 に つい て , それ ぞ れ チョ ウ の 飛翔 位置, 飛翔 継続 時 間 な ど を 記録 し , 植物 
が チョ ウ の 飛翔 活性 に 与え る 影響 に つい て 調べ た . 続い て , 緑色 の カー ペット, 数 種 の 色 ケ ント 紙 を 敷い て 
同様 に 観察 し た , 次 に , 緑色 の カー ペッ ト の 上 に 植物 を 置き , 床 面 中 央 の 照度 を 2000 ルク ス に 落と し モン 
シロ チョ ウ の 飛翔 活性 を 調べ た . 

以上 の ょ うな 実験 に より 次 の こと が わか っ た .(1) モ ン シ ロ チッ ツウ は 室内 空間 で も 飛ば すこ と が で きる . (2) 
植物 の 存在 は チョ ッ の 飛翔 活性 を 高め る . (3) 床 の 色 , 照度 も チョ ウッ の 活性 を 左右 する 要素 で ある . また , 室 
内 空間 に 放さ れ た チョ ッ ウッ は, 時 間 の 経過 と と も に 行動 様式 が 変化 し , 次 第 に 安定 し た 飛翔 を する よう に な 
る . これ は チョ ウ の 訪 花 行動 が さか ん に な る た めで ある と 思わ れる . 








8 . 台湾 産 フ ォ ル スタ ー ミ ドリ シジミ の 生活 史 を 中 心 に 金森 伸一 

フォ ルス ター ミド リン シン ジミ Exaspa forsteri は 1943 年 , 故 江崎 ・ 白 水 両 博士 に より 記載 され た 種 で ある が , 
台湾 産 ゼ フィ ルス 類 の 大 部 分 の 種 の 食 草 や 生活 史 が 解明 され た 最近 まで この 種 を 含む zzspg 属 3 種 全 て の 
生活 史 等 生態 は 不明 で あっ た . 筆者 は 1987 年 10 月 , 岸尾 (京都 市 )・ 程 ( 台 湾 博 里 ) 両氏 の 協力 を 得 て 卵 
を 発見 する こと が 出来, また 不 完全 で は ある が 生活 史 等 に つい て も 若干 の 知見 を 得る こと が 出来 た の で 報 
告 し た ., 

1 . 筆者 ら が 確認 し た 食 樹 は ナガ バジ イ ( ブ ナ 科 ) で ある が , 他 の シイ 類 も 食 樹 と な っ て いる の か どう か 
は 未知 で ある . 

2 . 産卵 位置 は 細 枝 と 平たい 側 芽 と の 間隙 に 1 卵 ず つの 例 が 大 部 分 で , 頂 芽 の 集合 し た その 内 側 に や は り 
1 卵 ず つの 例 も あっ た . 

3. 飼育 に お いて は 幼虫 の 造 巣 性 は 認め られ な か っ た . 

4 . 1988 年 10 月 , 台湾 南 投 県 梅 峯 で 道路 幅 拡張 の た め に 切り 倒さ れ た ナガ バジ イ の 大 木 上 に 同属 の 同 地 
で 比較 的 個体 数 の 多い タイ ワン イチ モン ジン シジミ 万 milionia formosana の 卵 の 発見 た 努力 し た が , つい に 
発見 出来 な か っ た . 

5. ネ ッ タ イミ ドリ シジミ 属 は フォ ルス ター ミド リン ジミ 属 と 比較 的 近 縁 で ある と も 考え られ て いる . ま 
た , ブナ 科 植 物 の 中 で も シイ 属 は 熱帯 地方 に も 広く 分 布 を 拡大 し て いる の で , ネッ タイ ミド リン シジミ の 仲間 
の 食 樹 は シイ 属 か も し れ な い . 


9 . zeris 雑 記 小池 久義 
1. オオ モン シロ チョ ウゥ の 分 布 の 特徴 

オオ モン シロ チョ ウ は 太平 洋 よ り チ リーValparaiso, さら に は Santiago に 分 布 を 確立 し , Acancogua か 
ら Valvidia を 拡大 し て いる . この 要因 を 気候 , 生物 な どか ら 解 析 し , 本 種 の 南半球 の 分 布 は 標高 の 高い 温帯 
圏 に 限定 され る と し た . 

2. モン シロ チョ ウ の 加害 と キャ ベッ の 栽培 面積 

本 種 と 寄主 と の 関係 は 一 定 関係 が か ある が , 例外 も あっ て , キャ ベッ 以外 の 寄主 の 介在 も 推定 され る . 

3. 熱帯 圏 の そ モンシロチョウ : 日 周 行動 

熱帯 園 で の 環境 適応 は 生態 的 に 興味 ある 現象 で ある . 台湾 で は 耕地 の 高度 利用 で 極度 に 多毛 作 が 行わ れ , 
例え ば 稲 二 トウ モロ ュ シ , キャ ベツ 系 で 高温 下 で も 本 種 の 繁殖 を 可能 に し て いる . 

4. 台湾 北 投 の eZ7s 

1988 年 4 月 下旬 北 投 一 大 屯 山 の 分 布 を 調べ た . タイ ワン モン シロ の み , イヌ ガラ シン の 分 布 と 一 致し た . 
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キャ ベッ の 栽培 は 認め られ た が 7gpge は 見 か け な か っ た . し か し , 大 屯 山 系 で は cgzz272 も , 寄主 も 認め られ 
な か っ た . 
5 . 7zez2s の 糖 質 水 解 酵素 の 組織 分 布 

ア zezzs 2 種 に つい て 糖 質 水 解 酵素 Invertase, Trehalase 活性 を 比較 した. 活性 の 分 布 は 何れ も 腹部 > 胸 
部 > 頭 部 で あっ た が , 腹部 の モン ショ の Invertase 高 活性 は 顕著 で あっ た . 

活性 の 個体 変異 で も , モン シロ の Invertase 高 活性 は 特徴 的 で あっ て スジ グロ と は 異な り , 害虫 化 と 関係 
が ある . 

一 般 に 昆虫 の Glycosidase は eZ-glucosidase で ある が , 食 植 性 の 鱗 次 目 曳 虫 で は 高等 植物 の 分 化 の 関連 
し た が -fructosidase で , 害虫 化 に も 関与 する . 





10. アオ ムシ コバ チ の 産卵 大 島 良 美 
アオ ムシ コバ チ は モンシロチョウ を 始め 多く の 鱗 燃 目 の 遇 に 寄生 する た め , 農産 物 害 虫 の 天敵 と し て 知 
られ て いる . 

演者 は ナミ アゲ ハ の 他 ル リタ テハ に お ける 数 例 の 産卵 を 観察 する 機会 を 持ち 若干 の 知見 を 得 た の で , そ 
の 記録 を お 目 に 掛け た い . 

以下 は その 概要 で ある . 

1 , 寄主 が 遇 化 の 脱皮 を 完了 し て か ら ア オム シュ バチ が 産卵 を 開始 する の は , 虫 の 皮膚 が ある 程度 固化 し 
た 後 で ある . 


2. アオ ムシ ュ バ チ の 産卵 管 の 起点 は 腹部 前 端 で ある . 

3. 産卵 管 の 挿入 に は 腹部 の 二 重 構造 に な っ た 瓦 状 片 の 助け を 借り て いる も の と 思わ れる . 

4 . 1 回 の 産卵 管 挿入 継続 時 間 は バラ ッ キ が あり , 30 秒 2 分 位 で あっ た . 

5. ナミ アゲ ^ ハ に 対す る 産卵 は 13 時 間 以 上 に お よん だ . 

6 . 産卵 部 位 は 寄主 上 負 の 交 部 分 に 多く , 触角 や 肢 の 部 分 が これ に 次 いで いる . この こと と は それ ら の 部 分 の 
構造 や 皮膚 の 厚 さ な ど に 関係 が ある と 思わ れ , アオ ムシ ュ ベ バチ が 寄主 刀 から 羽化 脱出 する 際 の 脱出 孔 も 期 
部 分 に 究 た れる . 

7 . 寄主 の 皮膚 が 固化 し た 後 は 腹 環 節 の 節 間 に 産卵 が 行わ れ た . 

8 . 産卵 管 の 挿入 点 に は 寄主 体液 の 送出 が 認め られ , 映 化 後 ま も な く の 挿 入 点 は この 消 出 が 大 きく , これ 
が 産卵 開始 の タイ ムラ グ を 設け る 要因 と 考え られ る . 

9. ルリ タテ ハ で の 観察 例 で は 10 月 1 日 産卵 , 11 月 15 日 に 29 頭 の アオ ムシ ュ バ チ が 羽化 し た . 











11. Graphium グ ルー プ の ミク ロロ 形態 と 種 間 関係 新川 勉 
鱗 學 目 の 近 縁 種 は , ? 務 の 認知 を する 時 , 紋様 や 性 フェ ロモ ン 等 を 利用 し て 認知 し て いる と 思わ れる . こ 
れ ら の こと が 鱗粉 や フェ ロモ ン 放 出 部 の ミク ロ な 形態 に どの よう な 違い を 生じ し て いる か , に つい て 研究 を 
進め て いる が , 今回 は 紋様 に より , 種 間 の 認知 を し て いる と 思わ れる Graphuim 属 に つい て 二 つ の 形質 を 例 
に あげ て , この グル ー プ の 種 間 関係 を 検討 し て みた . その 二 つ の ミク ロ 形 態 で 注目 し た の は , カバ ー ス ケー 
ル の 形態 や 構造 の 特殊 化 と 色素 突起 に つい て で ある , これ ら は 同種 内 に お いて は , きわ め て 安定 し た 形質 で 
あり , 又 こ とこ れ ら は 進化 と きわ め て 深い 関係 に あり , 今後 の 鱗 甚 目 の 分 類 に お いて , 種 間 関係 や 属 間 関 係 等 , 
進化 の 形跡 を 知る の に , 格好 な 形質 と 思わ れる . カバ ー ス ケー ル は 一 定 の 進化 を し た 種 以 上 の 個体 に 認め ら 
れる . すなわち , ラン ダム な 鱗粉 の 配置 が 配列 する に 従い , 次 の 全面 を 覆う 2 よう に な り , し だ い に 重 な り , 
そし て 一 つ お き の 鯉 粉 か カバ ー ス ケー ル 化 し て いく . カバ ー ス ケー ル は その 形 や 表面 の 構造 まで 変化 し て 
く る. 機能 的 に も 種 の 特異 性 を 強く 表現 する 紋様 に 直接 関与 する . 色素 突起 は 鱗粉 に 色素 を 作り 出し て 紋様 
を 形成 する の で は な く , 表皮 に 色素 頼 粒 群 を 含む 1 ミク ロン 内 外 の 突起 を 形成 し て , 紋様 を 表現 する も の 
で , 安定 し た 紋様 形成 が 出来 る . 色素 突起 は Graphium 属 と 南米 の Metamorpha 属 の み に あ り , 前 者 は 色素 
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